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1本 書は平成元年8月19日 から12月13日にかけて行わ

れた松本市里山辺に所在する薄町遺跡 ・石上遺跡 ・鎌

田遺跡の発掘調査概報である。
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遺跡の立地と環境
薄町 ・石上 ・鎌田の3遺 跡は長野県松本市大字里山

辺から大字入山辺にかけて広がり、互いに隣接してい

る。周辺の集落名は薄町、上金井である。地形的には

〕」辺の谷を開析しながら西流する薄川が造る扇状地の

扇央部、右岸段丘上にあたり、西に緩く傾斜する。調

査前の地目は水田と畑、果樹園(リ ンゴ ・ブドウ)で

それらの間を薄川の上流から取水した大堰の分流がく

まなく通水し、よく開発されている。しかし耕土下は

表面の様相とは異なり、薄川の洪水性の砂礫と砂質:土

が広範囲にわたって見られた。地点によっては20～30

cmの深さで礫面に達する。ただし縄文時代以降の遺構

はすべてこれらの層を切り込み、その形成がずっと古

いことを窺わせる。遺構を被覆 ・破壊する洪水性堆積

は、錬田遺跡の北端で観察されたのみである・

薄川の流域には各時代の遺跡が多い。同じ立地では

0.5km西方・下流の針塚遺跡、同左岸の林〕」腰遺跡・扇状

地扇央部に展開する右岸の堀の内 ・兎川寺 ・山田 ・下

原、左岸の千鹿頭北 ・富士電機工場 ・神田、扇端部で

,三オ ・筑摩 ・県町の各遺跡が分布する。これらのなか
で発掘調査によって内容が明らかになっているのは縄

文中期初頭集落の林山腰、弥生前期再葬墓群の針塚・

弥生中期後半～平安集落の県町、古墳後期～奈良集落

の下原などで、縄文時代から古代に至るまで比較的安

定した生活圏であったことを窺わせる。針塚 ・猫塚 ・

大塚 ・巾上など数基の古墳も点在し、薄川右岸ものは

積石塚であったと伝えられる。発掘調査の行われた針

塚古墳については5世 紀代に遡ることが判明したが、

他は6世 紀以降の築造であろう。9世 紀の初頭に上田

から松本に移転したといわれる信濃国府の推定地説の

ひとつも里〕」辺地籍にある。今回の調査地の北西方に

あたるが、今のところ発掘所見からの裏付けはまった

くない。中近世に下ると、本遺跡の南方、薄川を挟ん

だ〕」頂に小笠原氏の居城、林城がそびえていた。

2遺跡の立地・環境
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調査の成果
今回の調査では、薄町遺跡2地 区計279/m2、 石上遺跡63/2m2、 鎌田遺跡2地 区計2517m2の 合計//620m2を 発掘調

査した。時代は縄文時代前期末から中期初頭、弥生時代後期、古墳時代中 ・後期、平安時代、中世、近世という

多岐にわたるもので、検出された遺構も竪穴住居姓、土坑、ピット群、溝、墓、火葬墓、古墳、竪穴状遺構、集

石など多様性に富む。遺物は、各時代の土器 ・陶磁器、石器、石製品、土製品、鉄器、鉄製品、銭貨 と木炭、骨

類があり、総量は整理用コンテナーに約25箱 で、調査面積にくらべて少ない。

特記すべき調査所見はいくつか挙げられる。第一は、石上遺跡から鎌田遺跡にかけて縄文時代前期末～中期初

頭の小規模な集落姓を検出したことで、3軒 ほどの竪穴住居姓と多数の土坑で構成されていた。第二は、鎌田遺

跡で弥生時代後期と古墳時代中期の集落の一端を捉えたことで、松本平で資料が少ない時期でもあり貴重な発見

といえる。第三は、石上遺跡から薄町遺跡にかけて平安時代前期と後期の集落姓を把握 したことであろう。薄川

の段丘地帯には広範囲に該期の集落が展開 していたことを窺わせる結果だ。第四は、石上遺跡での平安時代前期

土墳墓の発見で、内容は本書に詳述するとおりだが、今回調査の最大の成果といえる。他にも、削平されてしま

った古墳の周溝や近世の壇状の集石の検出も重要であろう。

遺物では＼縄文時代竪穴住居姓から出土した石製品(9頁)、 古墳時代中期の竪穴住居姓にまとまって遺存した

該期土器群(１4・１5頁)、平安時代土壌墓に埋納 してあった一括遺物(26頁)が 特筆に値する。このほか平安時代

の竪穴住居姓からは多数の土器が出土 しており、良好な資料となった。

石上 ・鎌田 ・薄町遺跡遺構一覧表

遺 跡 竪 穴 住 居 趾 土 坑 溝 火葬墓 ピツト群 そ の 他

石 上 縄文3、 平安33、 不 明3 縄文86、平安1/ 不明 １ 中世3 縄文(?2 後期古墳/(周 溝のみ)、平安土壌墓1

薄町/区 平安7 平安6 平安 １

薄町2区 平安3 中 ・近世60 近世の壇状礫面1

鎌田/区
縄文 １、弥生2.古'墳1、

不明 １
縄文1

縄文(?2

平 安(P１

鎌田2区 古墳 １、不明1 平 安(?2

合 計
縄文4、 弥生2、 古:墳2、

平安43、 不明5計56

縄文87、平 安/7
`

中 ・近世60
7 3 .2

懲2廉3
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第2図 薄町・石上・鎌田遺跡全体図

縄文時代の住居址

弥生時代の住居址

古墳時代の住居址と周溝

平安時代の住居址



縄文時代の遺構と遺物

概 要

この時期の遺構は、竪穴住居姓4軒 、土坑82基、ピツト群1か 所で、そのうち竪穴住居姓1軒 と土坑1個 が鎌

田遺跡1地 区にある他は、すべて石上遺跡に属する。また遺構ではないが鎌田遺跡の1区 と2区 に計3か 所ほど

縄文時代晩期～弥生中期初頭とみられる土器片が集中して出土した地点があった。石上遺跡の33号住居肚(平 安

時代)や ピット群1の 周辺からも中期中葉の土器片がいくつか出土しており、ピット群1は この時期の遺構であ

る可能性も残る。

竪穴住居姓は石上遺跡の調査地北側に沿って3軒 、鎌田遺跡1区 の南西部に1軒 が分布する。ピット群2は 弧

状の溝をともない、住居姓の一種、あるいは削平された竪穴住居姓の周溝とピツトの痕跡と推定しているが確証

はない。焼土などは見られなかった。土坑は石上遺跡の調査地中央部に、南西部を開□するように直径30mほ ど

の円を描いて分布し、一部が東方に延びている。平面形は円と不整楕円で、規模は径0.5～1.5mく らいの範囲に

収まる。

遺物は土器 ・石器 ・石製品

が見られる。土器は全形がわ

かるものは土坑出土の2点 の

み(9頁)で 他は破片だが、

いずれも前期末から中期初頭

の時期に属し、各遺構の時期

もそこに求められる。石器に

は石鍛 ・石匙 ・石錐 ・石錘 ・

打製石斧などの種類があるが

少量で、遺構に伴うのは多く

ない。石製品は石上34号住居

姓出土のヘラ状の垂飾り1点

のみである。

石上遺跡の縄文時代遺構は

全体的に見て、数軒の竪穴住

居と多数の土坑によって構成

されている、縄文時代前期末

から中期初頭にかけての小規

模な集落という感じが強い。

北側の未調査部分に延びると

してもそれほど大幅なもので

はないと=考える。

第3図 石上遺跡縄文時代遺構配置

石上遺跡中央部土坑群を北から望む。左奥は第37号住居姓(平 安)。
6彦 瑚 魏



竪穴住居1止

縄文時代の竪穴住居雄には、石上遺跡21・27・34号住居姓、鎌田遺跡7号 住居埴が該当する。時期は出土した

士器からみて前期末～中期初頭にあたるが、石上遺跡27号は出土量が少なく断定できない。各住居肚とも平面形

は長径5～6mの 不整楕円を呈すが、主軸方向は一定しない。また炉祉が存在したのは石上21号と鎌田7号 の2軒

のみで、それも僅かな焼土が認められたにすぎない。ピツトの配列も不規則で、住居として認定するには問題な

ものもあるかもしれない。しかも石上遺跡の該期住居姓分布域の上部には僅かではあるが小規模な洪水性の堆積

が覆っており、そのため遺構としても不明瞭なものになっている。特に石上21・34号はピツトの中にまで粗砂が

充満していた。

遺物の出土は全体的に少ない。土器は全形を知り得るものはなく、石上21号、鎌田7号 から若干のまとまった

破片が出土したのみだ。石器 ・石製品は石上21号から石金族・石匙、同34号から石錘 ・玉ベラ(い ずれも9頁 写真)

が出土した程度である。

石上遺跡第21号住居虻.一

石上遺跡調査地の中央部東、環状をなす土坑群の東部に位置する。平面形は不整な楕円あるいは隅丸長方形で、

長径5.7m、 短径3.9mの 規模をもつ。検出面からの掘り込みは8～12Gmと 浅く、壁の傾斜も緩やかである。床面

は概して平坦だが、中央部で僅かに硬さを感じるのみの不明瞭なものであった。炉は床面中央の大きな窪みの一

部に僅かに焼土が見られたので、これを該当させたい。柱穴は

壁際に巡るピット1・2・4・8・10・11・15な どを対応させ

たいが、配置が不揃いですっきりしない。

本肚の覆土中には細片の炭化物と焼土が広範囲に含まれてお

り、部分的には小形の炭化材の遺存も見られた。これをもって

焼失住居と認定することは早計だが、特異な廃絶状況を考慮す

る必要があろう。

第21号住居埴を西から望む。

1暗 褐色 土(焼 土微量、φ0.5～1cm大 の ローム塊少量、炭化物 ・白色砂粒多量混 入)

II'褐 色 土(炭 化物 ・焼 土微量、戸2～10cm大 の暗褐色土塊少量混入)

HI黒 褐色 土(が5～10cm大 のローム塊少量、白色砂粒 多量混入)

第4図 石上遺跡第21号 住居趾 同上、南から。手前はほとんど壁が残っていない。

綴 獄げ7



土 坑 ・

石上遺跡で81基 、鎌田遺跡

1区 で1基 が検出された。石

上遺跡では調査地中央部に直

径約30mの 環状にまとまって

分布し、そこから東に延びて

いく状況が窺える。

土坑の平面形は円形 と楕,

円 ・不整楕円に大別され、円

形のものが最も多い。断面形

も平面形にほぼ対応 して、平

面形が円形のものは壁の傾斜

が垂直か、かなり急で底 に平

坦面を持つ。しかも深いもの

が多く30～60cmが 一般的で、

稀に1mを 超す場合があった。

これに対し楕円系には壁の傾

斜が緩やかでそのまま船底状

や摺り鉢状の底部に続き、深

さも50cm止 りとなる。一括::L

器を出土したのは後者である。

埋没状況はほとんどが自然堆

積を示 した。

第18号 土坑 円形、壁が垂直な土坑。

底部に長方形の礫が横たわる。

第21号 主坑 土坑半掘時の主器(右

頁上)出 土状態。

第68号 円形の浅い土坑。内部に径20

cm大の礫が詰まっている。

第72号 土坑 壁にもたれ掛かるよう

に出土した土器(右 頁下)。

第5図 第19・21・57・66・72・80号 土 坑

8縄文時代



土器

竪穴住居1止、土坑と検出面およ

び後世の遺構内から出土している

が量は少なく、全形が判明するの

は石上2り号土坑と78号土坑出土品

の2点 にすぎない。ここではこの

2点を実測図と写真で、また参考

資料として石上遺跡調査地西部出

土品を拓影で示した。

21号土坑出士品は□縁部を欠く

深鉢で、上部の隆帯以外は全面に

縄文を転がした後、中細の半戯竹

管による平行沈線で隆帯以下に大

きな縦の区画を作り、そのなかに

同一工具により・半円やX字 状の模

様を描く。78号出土品の施紋はす

べて半戯竹管の平行沈線で、器形

に対応させた横の区画帯を意識し

て斜線や鋸歯紋を描いた後に横線

を弓1き区画を明瞭にしている。拓

影と共に前期終末から中期初頭に

比定される土器と考える。

残 存 高20.Ocm、 底 径11.8cm、 最 大

そi呈20.6cmo

第6図 縄文土器実測図
全 形 が わ か る 。 器 高23.8cm、 底 径

10.40m＼[コ そ蚤…20.Ocmo

石器 ・石製品

石釧 まいずれも凹基無茎鍛で、石材には黒曜石とチャ
ートが利用されている。石匙は横形で外湾する両面力ロエ

の刃部をもっている。石錘は一般に漁網錘と考えられて

おり、自然礫を加工して紐掛け'用の決りが作り出されて

いる。玉ベラは蛇文岩製の靴べら状を呈する石製品で、

穴をもつことから装身具と考えられる。

第7図 石製品(玉 ベラ)実測図

左側4点 が石鑛、中央上か石錘、同下か台匙、石端か二kベフ。

実寸は左下隅の石鋲が長さ3.50mp

縄文時代 9



弥生時代の遺構と遺物

概 要

遺構は、鎌田遺跡1区 において2軒 の竪穴住居姓が発見されたのみで、遺物もそれらに伴うものと周辺の検出

面から若干が出土したにすぎない。今回の3遺 跡の調査で確認された時期のなかでは最も貧:弱な内容といえる。

しかし鎌田遺跡に限ってみれば、他で主体となった平安時代以降はまったく見られず、次に述べる古墳時代とと

もに、この弥生時代が中核になっていることは疑いがない。

この弥生時代の遺構は検出に難渋を極めた。そもそも鎌田り区は黒褐色土が厚く、その面から遺構が掘り込ま

れていたので、遺物は出土するがプランが掴めないという事態が続き.最 終的には各所に試掘溝を入れて確定し

た。2軒 の住居姓は共に平面形が隅丸の長方形を呈し、主軸方向も揃って、同時存在の可能性が大きい。出土土

器から後期後半に属すると推定する。

鎌田遺跡第4号 住居1止

鎌田/区 北部に位置し、5号 溝を切る。平面形

は長辺4.8～5.3m、 短辺4.2mの やや歪んだ隅丸長

方形を呈し、主軸方向はS-500-Eを 指す。壁高

は35～40cmで 垂直に近い傾斜をもつ。床面は南西

方向に緩傾するがほぼ平坦で、中央を中心に比藪

的堅緻な部分が広がる。施設はピットが6個 、炉

が1か 所確認された。炉は中軸線上の奥壁よりに

ある直径30cmほ どの地床炉、ピットは規模と配置

が不揃いで主柱穴の比定が難 しい。

覆土は自然堆i積の状態を呈 し、遺物の出土は小

片の土器が散在 していたのみであった。

A:灘 圭1房8::二綴 罐繁 二誰 講寵雛:畿胎)
m:黄 褐色土(が1～3cm大 の暗褐色土塊少量混入)

第8図 鎌田遺跡第4号 住居趾

北西奥壁側から圭最影。本比外周囲の土め段差は、検出用

のトレンチの跡。

中期初頭 中期中葉 中期後半 中期末～後期初 後期前半

第9図 松本平における弥生時代住居の変遷模式図

後期末

1

0弥生時代



柱穴配置模式

第10図 鎌田遺跡第3号 住居趾

鎌田遺跡第3号 住居肚

鎌田1区 中央部に位置し、上部を4号 溝が横切る。平面形は長辺

5.8m、 短辺5.2mの 隅丸長方形を呈 し、主軸方向N-500-Wを 指す。

壁の傾きは急で、深さは40Gm前 後を測る。床面は平坦で、全面的に

堅い良好なものであった。炉は奥壁よりのピット8に 焼土が見られ、

これを充てる。柱穴は長方形配列のピット3・6・11・12を 想定す

るのが位置や規模からみてもふさわ しい。ピット12から南壁に向か

って深さ10cm以 下の細い溝が走っているが、用途は類例との比較を

待たなければわからない。ただし明らかに本姓に伴う施設であった。

本祉の埋没は土層から見ると自然堆積の状況を呈すが、南部から

西部にかけて5～40cmほ どもある礫が覆土下層に集まっており、礫

に対する人為的な集積が行われていることは間違いない。遺物は土

器がピット内と床面から少量出土 したのみである。

住居 虻内の礫

本姓の他にも今回の調査では、異なった時代の竪穴住居

姓内から自然に流入したとは考えられない量の礫が出土す

ることがあった。この礫群の解釈は、住居内でなんらかに

用いていたか、住居の上屋構造に関わるもの、住居を廃絶

したときのおまつり、あるいは廃絶した竪穴を利用する礫

の集積や廃棄などが考えられる。

南東入り□側から撮影。遺構内に露出する礫は地山に含まれるもの。

、弥生時代11



弥 生土 器 ・

住居姓と周辺検出面から少量が出土 した。

ここに示すのは2軒 の住居姓で図化可能な

ものすべてである。1～1/が 鎌 田3号 、

12～/8が 同4号 出土である。

器種は、高圷(1・/2)、 甕(2～4・7・

8・10・ り1・13・/7・18)、壺(5・6・9・

14～16)の3種 類。甕は□縁端部が僅かに

内湾し櫛描波状紋で飾られるが、2と3の

頚部には簾状紋が巡る。壺は6の 頚部にT

字紋、14に は等間隔止の:簾状紋が巡り、様

相を異にする。また14頚 部の明らかな屈曲

松本市内の弥生時代遺跡

松本市内で弥生時代の竪穴住居埴の発見された遺跡は中 ・後期

を併せても今回調査の段階で10例に満たない。しかもそれらは奈

良井川や田川の作る湿地や湧水帯に近接して立地し、当地では水

田可耕地と集落立地は重要な連関にあったといえる。特に中期で

は県町遺跡や宮渕本村遺跡など特定の遺跡に住居が集中し大きな

集落をなす傾向が強い。技術的な限界から生産地の選択が非常に

限定されていたためであろう。それでも後期になると小規模な集

落が増えてくるようで、本例もそのひとつである。そこからは技

術と道具の向上により主要河川から隔たった、ごく限られた水田

適地を求めて生活圏を拡散させていく姿を読み取ることができる。

これが松本平の原始から古代に向けての第一開発期と捉えること

ができよう。しかしその後、古墳時代後期後半まで大きな停滞が

続く。遺跡の分布や数の増力□がまったくないのだ。本例において

古墳時代中期の住居と分布が重なるのはその証拠の一つである。

第11図 鎌田遺跡第3・4号 住居趾出土弥生土器

ヱ2礎 鮒



古墳時代の遺構と遺物
概 要

この時期に属する遺構は、鎌田遺跡で1区 と2区 か

らそれぞれ1軒 の中期の竪穴住居姓、石上遺跡で後期

古墳が削平され周溝のみが残ったもの/基 が該当する。

また薄町遺跡2区 で同後期の土器が少量だがまとまっ

て出土した地点があり、中近世の土坑に破壊されてし

まったが、該期の遺構であった可能性がある。

竪穴住居姓は鎌田2号 と6号 で、6号 は大半が発掘

区域外にかかり調査できた部分は少ないが、2号 は良

好な資料の出土をみた。古墳の周溝は石上遺跡中央部

南西にあり、弧状に半周するだけだったので検出時は

単なる溝と捉えたが、下部から土師器と須恵器の一括

品が出土したため古墳周溝と認識するに至った。周溝

に囲まれた内部には他の検出面と同レベルで平安時代

中期の竪穴住居肚が掘り込まれており、この古墳は平

安時代には既に煙滅していたことがわかる。

ム:難溜:1諺 麟 膿 謬甜蹴 膿 繊 繍 ㌶酬

欝瀬 魯　:繍難 騰 欝 粒1臥弱粘質)
第12図 鎌田遺跡第2号 住居趾

南東から。左手前は後世の溝に切られる。

鎌田遺跡第2号 住居肚

鎌田2区 中央部にあり、西隅を1

号溝に切られる。平面形は主軸方向

5.6m、 直行方向5.2～6.Omの やや台

形のような隅丸正方形を呈し、主軸

はN-450-Eに とる。壁は垂直に近

い傾斜で30～40cmの 高さを有する。

床面は地山の暗褐色::Lをそのまま用

いているが、平坦で非常に堅緻なも

のであった。住居内の施設では炉と

ピットが検出されている。ピットは

大小あわせて13個 が確認されたが、

主柱穴は規模や配置からみてピット

り～4を 想定する。ピット6は 貯蔵

穴のようなものであろう。炉は地床

炉でピット/・4の 中間にある焼.土

が相当する。炉の周辺に集中するピ

ットの意味はわからない。

本姓一帯の土層は粘質:の暗褐色土

で検出作業にあたっては非常な困難

が伴ったが、本堪覆土の上層が僅か

に灰色を呈していたためかろうじて

識別することができた。覆土の埋没

は自然堆積を示すが、後述のように

下層には炭化材があり、南隅には礫

が集められていた。廃絶状況に一考

を要する点である6

本姓は西隅を僅かに失っていただ

けで、.他は遺存状態がよく、住居内

施設もしっかりと揃っており、松本

市におけるこの時期を代表する竪穴

住居堪のひとつといえる。

鵬 翫13



壁際から出土した甕と小形丸底増。

壁際の炭化材と投げ込まれた礫。

第13図 鎌田遺跡第2号 住居趾遺物出土状態

遺物の出土状況

土器と炭化材、礫が特異な状態で出土している。土器

は北東壁中央部に沿って一括品や大破片が床上に数多く

残り、10点を図示できたが細片になって復元不可能の甕

がもう2個 体ほどある。他の部分から出土した土器には

全形がわかるものはない。炭化材は住居肚内の各所に散

乱していたが、明らかに建築部材と見られる太いものは

南部に集中している。これらの炭化材はいずれも覆土の

最下層に含まれでいた。礫は南隅から南西壁直下の一帯

の中層から下層に集積されており、径5～40cm近い大きな

ものまで含まれていた。この礫は自然の営力によっても

たらされたものとは到底考えられない。

炭化材の出土や土器の遺存の状態からみて本姓がいわ

ゆる焼失住居の一種であることは間違いないが、不慮の

事故かどうかは決めかねる。また南部の礫の集積は焼失

の後である可能性がある。

炭化材について

樹種はコナラが多くクリ、アキニレも少々。クリ材の薄板に混じ

ってベンがラが僅かに検出された。ススキの茎も確認された。

本姓南隅に集められた大小の礫群。

手前左側に小形丸底増が5個 、右側に高杯が杯部 ・脚部のみを

合わせて5個 、奥に甕が2個 。高杯のひとつは内黒。

14遂 欝 窪



古 墳 時代 の二L器(写 真左) 、

鎌田2号 からの土器は20点 が図化できた。小型丸底堀(1～5)、 高1不(6～13)、 小形の壺(14)、 甕(15～20)、

壺(底 部のみ:21・22)の5器 種である。小型丸底増は規格が統一されているが、調整は雑で器形が歪み外面にミ

がキは施されない。高杯は圷部の径からみて2種 の寸法がありそうだ。また脚部は外反するもの(7・13)と 内湾

気味のもの(8)の2形 態が存在する。甕は全形のわかるものは1点 しかないが、「く」の字に屈曲する頚部とやや

卵形の胴部、ケズリによって丸くした底部に最大の特徴がある。壺は底部を2点 提示できただけだが、丸底の甕

とは簡単に分離できる。他遺跡の例からすると退化した二重□縁(有 段□縁)を 持つ。これらの土器群は松本市内

では白神場遺跡12号 住居出土品に次ぐ位置を占める非常に良好な一括遺物で、5世 紀前半に比定される。
1

第14図 鎌田遺跡等2号 住居趾出土土器

翻15



平安時代の遺構と遺物
概 要

平安時代が今回調査の主体である。 遺構は竪穴住居肚43軒、土坑17基、土壌墓1基 で、竪穴イ主居姓を中心と

する集落姓といえる。竪穴住居埴の分布は石上遺跡全域から薄町遺跡/区 を中心に拡がり、一部は薄町遺跡2区

にまで及んでいた。そのなかでも石上遺跡西部に集中が見られる。ただし出土土器の所見からするとすべてが一

連のものではなく、9世 紀後半から10世紀前半にかけてと12世紀の二極に分かれる。

遺物は土器 ・陶磁器では土師器 ・須恵器 ・灰紬陶器にカロえて僅かだが緑紬陶器や白磁が出土しており・鉄器も

遺構に伴っていた。

遺物と礫

遺物は土器が主で覆土中層か

ら床面にかけて点在した。完形

に近いものもあったが意図的に

まとめられた出土状態を示して

はいない。礫は中央部から東部

の中層に集中する。径5～40cm

の亜円礫で、本姓埋没あるいは

埋め戻し時に意図的に集められ

たものと判断される。

査:隠幾毯圭1ζ'9二躍 覆交ρローム塊混入)

隣 難 揚 膿 灘 翫 塊多量1昆入)

第15図 石上遺跡第1号 住居趾

石上遺跡第1号 住居祉

石上遺跡調査地西端に位置 し、2号 住居姓に隣接。3.4×3.2mの 隅

丸方形を呈し、主軸をS-70。 一Eに とる。壁はやや緩やかで壁高30～40

cm。床面は平坦軟弱で、地山の黄褐色砂質土をそのまま用いる。カマ

ドは東壁中央に設けられた石芯カマドで石材が残る。ピツトは浅いも

のが5個 あるが、柱穴とはならない。9世 紀末～り0世紀初頭。
ハ(置 ♂》「L1

西からみた1号 住居。右隣の2号 は未掘。

遺物と礫

遺物は土器が中心で各所から

散発的に出土するが、カマドと

南西隅にいくつかがまとまる。

礫は単層の覆土最下部中央に集

中し、施設か部材とされていた

が、本肚廃棄時に集められたと

推定される。

1:暗 褐色土(が0.5～2cm大 の黄色土:塊・炭化物 少量混 入)

II:褐 色 土@0.5～1cm大 の黄色土塊 ・黄色土粒少量混入)

第16図 石上遺跡第2号 住居趾

石上遺跡第2号 住居祉

石上遺跡調査地西端、 り号住居姓に隣接する。平面形は一辺3mの

隅丸方形で、主軸方向はN-700-W。 壁高は30～40cm、 傾斜はやや緩

やかで軟弱な床に続く。カマ ドは西壁中央に僅かに芯の石材が残 り、

ピットは南西隅に1個 検出されたのみである。士器の編年観から、隣

の り号より本埴の先行が確認される。9世 紀後半。
東 かb見 るZ号 任 店 。 亡]瞼1δ:1言 。

ヱ6r勇霧 庁



石上遺跡第22号 住居虻

石上遺跡調査地東端部に位置 し、本姓北

東5mに は23号 住居姓がある。長辺4.8～5.2

m、 短辺4.7mの 隅丸長方形を呈すが西壁

中央に不規則な張り出しがある。地形の傾

斜のため東壁は40cm近 い掘 り込みを有すが、

西は5～/0cmと 浅い。地〕」が礫質:のため、床

面は細かい起伏に富むが概して平坦、堅緻

である。東壁中央のカマドは石組みで石材

の多くが良好に遺存 した。ピットは9個 、

柱穴に比定できるのは1～4ま たは/・

2・5・6で ある。9世 紀末。

掘り上った22号

住居。露出して

いる礫は地山に

・含まれるもの。

西から撮:影。

22号住居覆土中

の礫出土状態。

地山にも礫は多

いが、自然に入

りこんだもので

はない。

第17図 石上遺跡第22号 住居趾

住居祉内の礫

本姓全域の覆土中 ・下層に多量:の礫が存在 し.遺 物はその

間から出土するという感 じであった。礫は径5～30cmの 亜角

礫で、住居の上屋構造に関わるものや何らかの施設というよ

りは本姓廃棄の埋め戻 しの際に投入されたと考えている。

柱穴配置について

カマ ド両脇のピツト1・2と 中央西寄りのピツト5・6の

長方形配列か、さらに西のピツト3・4ま で延びるかが問題

となる。前者ではピットが不揃い、後者では長すぎる。

22号住居カマド。

袖の芯の石材が

立ったままで残

る。内部の礫は

天井部の材か?

拓鍔 げ17



1:賭 褐色 卜(炭化物微 ≒1、β1～4cm大 の礫少 量、白色砂粒 多≒1混人)
II:褐 色1(炭 化物・焼!二微 単混入、β1～20cm大 の『礫少量、

白色砂精・β1～5cm大 の黄色一k塊多㍉{混人)

III:黒 褐色 卜(,σ1～5cmノくの蚤色L塊 多単混入)

IV:黄 褐色 ヒ(/1～20cm大 の黄色L塊 多猷混人)

Pq

I:黒 褐色i'(β0.5～1.5cm大 の負褐色 卜塊少 廷{混入、粘質)

II:黒 褐色i'(〆0.5～!.5cm大 の黄褐色 卜塊 多鼠混 入、粘質)

P

I暗 褐色L(β0.5cm大 の負褐色土塊 多量混入)

II黄 褐色 ヒ

m暗 黄褐色L

黒 褐色L(β0.5cm大 の黄褐色 ヒ塊多封1混入)

石上遺跡第23号住居1止

調査地最西端に位置

する。平面形は一辺約

4mの やや歪んだ隅丸

方形を呈 し、主軸は

S-70。 一Eを 指す。壁

の傾斜は急で、掘り込

みは40cmを測る。床面

は礫質の地山直床で、

細かい起伏に富み、南

西にむかって緩傾する。

カマドは東壁中央やや

南寄りにあり、壁外へ

張り出す。芯の石材が

原位置に残って良好な

遺存状態を示した。

ピットは大小4個 が検

出されたが、柱穴に比

定できるものはない。

時期は土器からみて9

世紀後半。

第18図 石上遺跡第23号 住居趾

西からみた23号

住居掘り上り状

態。左手前の土

柱は測量用のも

ので本肚とは無

関係。

23号住居覆土中

の礫出土状態。

大小の礫が点在

している。しか

し自然に入り込

んだものかは疑

問。

23号住居のカマ

ド。袖芯の石材

と粘土が残り、

左側の袖には被

熱痕も窺える。

中央の立石は支

脚。

遺物と礫

土器を中心とする多数の遺物が出土した。出土地点

は住居内各所にわたるが、カマド内と周辺からが多い,

この性格は日常生活時の破損品の集積とは考えられな

い。やはり住居廃絶に関連した遺棄 ・廃棄あるいは祭

祀を想定したい。

礫は5～40cmの 亜各礫が散在するが、西壁際とカマ

ド前方が多い。分布や大きさからみて自然に流入した

ものとは認められない。しかし住居内の施設や上屋に

載せられていたものとの積極的な証明もできない。包

含土層から見ると自然堆積の第II層で床面に近く、人

為的なものなら住居廃絶時に連続して集積された可能

性が大きい。

竪穴住居虻と礫

ここまで見てきたように今回調査では弥生時代の

鎌田3号 、古墳時代の鎌田2号 、平安時代の石上1・

2・22・23号 のいずれの竪穴住居姓にも覆土中に礫

群が見られた。この状況は他の遺跡でもしばしばあ

るがいったい何を示すのだろうか。しかも各事例は

それぞれに礫のあり方が異なっている。理由はいく

つか考えられるが、①住居の上屋の一部として使わ

れていた、②住居の施設として使われていた、◎住

居を廃絶する際の祭祀 ・呪い、④廃絶後の住居の竪

穴への礫の貯蔵、◎あるいは同様の竪穴の礫や土捨

て場としての再利用または埋め戻し、などが説得力

があろう。本遺跡では◎または◎が最も適合すると

考える。

18・ 薙亥蹴



1:暗 褐色 ヒ(炭化物 ・戸0.2～0.7cmの 黄色 ヒプ ロック微量混入)

II:暗 褐色i=(炭 化物 ・戸0.5～5cmの 礫微 最、/0.5～3cmの 黄色一L

ブ ロック少景混入)

III:暗 褐色L@0.5～5cmの 黄色 ヒプロック中量混 入)

W:暗 褐色一i二@0.5～5cmの 黄色1=ブ ロック多量、炭化物微量混入)

石上遺跡第6号 住居肚

調査地西部の住居姓が集[‡]

するなかにあり、4号 土坑に

切 られ10号 住居 虻 を切る。

従って11号 住居→10号 住居→

6号 住居→4号 土坑の川頁に新

しくなる。長辺6./m、 短辺5.4
～5 .7mの やや歪んだ隈丸長

方形を呈す。主軸方向はS-

700-Eで ある。壁の傾斜は45

度に近く、検出面からの掘り

込みの深さは20～30cmを 測る。

床面は地山の暗黄褐色砂質土

をそのまま用いており、平坦

だが軟弱で西に緩傾する。カ

マドは東壁南端の礫群をその

残骸とみたが焼土は検出され

ていない。むしろ焼土はそこ

から60cmほ ど北にあり、4号

土坑によってカマド本体は破

壊されているのかもしれない。

ピットは10個 確認され、位置

からみてピット1・2・9・

10が柱穴に該当すると考える。

本肚は石上遺跡のなかでは最

大規模の住居姓であった。12

世紀初頭。

第19図 石上遺跡第6号 住居趾

遺物出土

遺物は土器、鉄器、砥石が出士している。これら

のほとんどは床面か覆土下層の出::Lであるが、意図

的にまとめられたり配置されたりした痕跡はまった

くなく、大小の破片となって点在した。強いて挙げ

れば北東部1/4の範囲から圷類の出土が多かった。遺

物のほかに5～25cmの 礫が点在していたが、カマド

推定地にまとまりがあっただけで他は単独であった。

本姓の覆土は細かい自然堆積状を呈しており、遺物

については一部に廃棄的状況も想定しうるが、それ

以上のものではなかろう。

6号 住居を西から撮影。奥壁の出っ張りはゴニ坑。

各住居」止出土土器について

遺構を紹介 した石上1・2・6・22・23号 住居肚の出土土器 を可能な限り図示 した。1号q～14)・2号

(15～28)、6号(64～87)、22号(48～63)、23号(29～47)め 計87個 体である。種別は土師器、内黒土師器、須

恵器、軟質須恵器、灰粕陶器で、器種は圷、椀、皿、段皿、鉢、甕、小形甕、大甕 長頸壺、短頸壺などがみら

れる。主な器種を概観すると、1不は土師器(1～6・29・30・49)と 内黒土師器(7・8・19～21・31～37・

48)、 須恵器(38・39)、 軟質須恵器(15～ り8・51・52)の 種別で構成され、いずれもロクロ調整で底面に回転糸

切り痕を残す。内黒土師器のものは内面にミがキが施される。6号 出土の小形の皿状のもの(64～8/)も 土師器

のi不に含める。椀は土師器(9・10)、 内黒土師器(22～24・50)、 灰粕陶器(25・55)、6号 出土の土師器の小形

のもの(83・84)と 黒色土器(85)で 構成され、圷と同様ロクロ調整、内黒のものは内面ミがキである。皿 ・段

皿は灰粕陶器のみ(53・54・56)、 土師器の甕は外面にハケメを持つものq4・27・28・44～46)と 器肉が薄く外

面にケズリ痕を明瞭に残すものの2種 があり、前者には上半にロクロ調整が施されるものもある・圷 ・椀類の形

態が6号 出土品と他でまったく異なるのは時期差に起因する・r匹 鰐 げ19



20平安時代

第20図 石上遺跡第1・2号 住居址 出土土器



第21図 石上遺跡第23号 住居趾出土土器

購 げ2ヱ



1隔

第22図 石上遺跡第22・6号住居趾出土土器

土器から見る時間差

ここに示した各住居姓出土の土器群は6号 からのものを除き、かなり似てはいるが微妙な点で違いがあり、そ

こに僅かな時間差が存在することを窺わせる。特定の器種の存否と形態、技法の変化でその差を追ってみたい。

最も古い段階には23号の土器群を置くことができる。須恵器の圷と土師器の外面ケズリの甕の存在がその理由

である。内黒士師器の椀が見当たらないことも重要だ。次には2号 と22号の士器群がくる。軟質須恵器の圷と内

黒土師器の椀や灰粕陶器の椀 ・皿が根拠となる。内黒土師器の圷 ・椀の内面は前段階よりもミがキが雑になって

いる。その次が1号 の土器群で、内黒にしない単なる土師器の圷や椀の数が増え、ハケメの甕の上半部をロクロ

調整したものが混じっている。内黒土師器の内面のミがキはさらに雑になる。最後に6号 出土の土器群がくるわ

けだが、圷の□径と器高が著しく減少しまったく別の器種に見えるほどで、前3者 の土器群とは大きな時間差が

あることは明瞭だ。これらに概略の実年代を当てはめると、23号、2・22号 、1号 が9世 紀後半から10世紀初頭

の約50年間、6号 は150年以上後の/2世紀の初め頃となり、ここから逆に、石上・薄町遺跡に広がる平安時代の集

落は連綿と続いたのではなく2つ のピークに分かれることが指摘できる。

22r醐



土器の種類

この時代の土器 ・陶磁器には土師器 ・須恵器 ・灰粕陶器 ・緑紬陶器 ・青磁 ・白磁が一般に知られているが、今

回の調査では青磁を除くすべてが出土している。しかしその大部分は土師器 ・須恵器と灰粕陶器で、緑粕陶器は

薄町遺跡 ・石上遺跡を合わせて3片 のみ、白磁は同じく合わせて9片 が出土した

だけで、当地にあっては貴重品だったことがわかる。特に白磁は/2世 紀代の遺構

にともなって出土 した。

土師器

縄文時代からの伝統的な

素焼きの土器。最:も普遍

的に出土する。右の写真

は6号 住居姓出土の11世

紀の圷。小形で雑に作ら

れロクロナデの痕跡が明

瞭である。

灰紬陶器

瀬戸美濃で焼かれた陶器

で粕薬が美しい。松本に

は9世 紀の終りから盛ん

に搬入された。写真は石

上遺跡の土壌墓埋納品で、

松本市内では最高の逸品(

高さ26.4cm。

須恵器

窪窯で焼きあげた青灰色

をした硬い土器。土師器

と同じように出土するが、

時代が下ると壺や甕に限

られる。写真は1号 出土

の長頸壺。内部は空洞の

まま出土した。

緑粕陶器

緑色の粕薬を掛けた陶器で畿内や東海地方で焼

かれ、当地に運ばれた貴重品。石上遺跡で/点 、

薄町1区 で2点 の破片が出土したのみ。左下の写

真右列が緑紬陶器でいずれも椀の一部。

白磁

中国からの輸入陶磁器で、当地でもり2世紀前半

代の遺跡から少量出土する。左下の写真の右側/

列を除く9点 が白磁で、右下の1点 が皿、他は碗

の破片である。

第23図 墨書拡大

ヒゴ懲 こ緑 杣 目脇工 段d扁 、は]豚 二k豚ω

II・IV類 。中 ・下段の碗は□縁端反りのV類

と直線的に立ち上がるV皿類。緑粕上段は体部

中位に稜のある椀。

墨書土器

土器の外面に墨で文字や記号が記

してあるもの。奈良時代の後半から

平安時代前半に多い。石上遺跡の土

壌墓埋納土器には同じ墨書をもつ土

器:が3点あった。

・]⊥ 遷 卿 工 唄 全 山 工 工 もσ'と沮]の 里 日o

＼

蝋23



木炭を敷いた墓(石 上遺跡土填墓)

調査地西部北寄り、り4号住居姓の北で発

見された。長さ3.6m、 幅2.1m、 深さ0.9m

の長大な墓壌の底面に木炭を敷き、その上

に棺を置いたとみられる遺構で、木炭の上

面からは棺の形そのままに多数の鉄釘が出

土した。また棺の南部外には/3枚の内黒土

師器の椀と皿、1個 の灰紬陶器長頸壺が納

めてあった。埋土は下部の脇を除き黄褐色

土の大きいプロツクを多量に含む褐色土単

層でまったく遺物を含まず、明らかに人為

的一括埋没されたものとわかる。上部には

墓壌の規模よりひとまわり小さい集石を

伴っていた。当初、掘り込みをもつ長方形

の集石と捉えて測量と掘り下げを始めたが、

集石をはずして下げ続けても一向に底面に

達せず、やがて一部の釘と土器の露出に

至って墓と推定されるという特異な遺構で

あった。

1:褐 色 土(長 さ20～25cm・ 戸3～6cm大 の炭化物3本 、が0 .5～2cm大 の礫・

が1～5cmの 暗褐色土塊少量、φ1～7cm大 の黄褐色土塊混入)

II:黄 褐色土(が0.5～3cm大 の礫微量混 入)

HI:炭 化 物

第24図 石上遺跡土塘墓

写真左は土壌墓上部に

あった集石。当初は土

壌の全形が把握できず

小さめに掘り始めてい

る。

写真右は土壌墓の調査

風景。中で測量をして

いる女性と比較して特

異な大きさを実感して

いただきたい。

土壌墓の全形と遺物の

出ゴニ状態。土壌上面の

周囲に四角く張り出す

浅い穴は本虻の範囲確

認トレンチ。壁はほと

んど垂直で、わずかに

地山の礫が露出する。

向こう側の壁の上部中

央に、底面に敷いてあ

ると同じ木炭が2本 ほ

どあるが、なぜなのか

わからない。

24r髪 銘蹴



釘、土器 木炭

第25図 石上遺跡土塘墓遺物出土状態

土器出土拡大

出土状態

墓壌底面の中央やや北寄りに長さ1.8m、 幅/.Omの 範囲でぎっしりと木炭

が敷き詰められ、その上面に接しあるいは数cm浮いて鉄釘が多数存在した。

釘の位置をたどると1.7×0.55mの 長方形になり、棺の形がli¥び上がってき

た。棺の位置は木炭敷きのほぼ中央にあたる。棺の釘は少なくとも27本あり、

木質:が錆に付着しているものも見られた。木炭敷きの南隣には内黒土師器の

杯11枚、皿2枚 が重なり合って遺存し、割れてはいたがいずれも完形品で、

あたかも3つ の山に重ねて積んであったのが崩れた状態であった。さらにそ

の南に灰粕陶器の長頸壺が横転していた。圷と皿のまわりには小形の釘が数

本あり、これらの土器は木製の箱に入れられていたか台に載せられていた可

能性が高い。また棺の中央部南寄りに棺の釘よりやや浮いて釘が4本 方形配

列で出土し、棺の上面に付属品か箱状のものの存在を予測させた。

木 炭

底面の木炭は太さ2～7cm、 最長20cmの大きさで、遺構から通常に出土す

るいわゆる炭化材とは明らかに異なり堅い。今日言うところの 「カタズミ」

と同じで、窯によって焼成されたものと考えられる。樹種はすべてコナラ。

木炭の範囲のやや内側に掘り残した低い土柱

の上に釘がのる。土器には破損の程度が著し

いものとヒビが入る程度のものの差がある。

平安時代 25



棺と箱の釘(写 真上段)

写真左から3枚 は棺の釘の残存の良好なもの。最

長は12.3cmを測る。右から2枚 目は釘の錆に取り込

まれて木質が残っている状況を示す。木目の方向か

ら釘が板に直行するように打ち込まれていたことが

わかる。写真右端は土器の周囲から発見された釘。

棺の釘より小さく、土器を納めた箱状のものに使わ

れていたと推定される。

納められた二L器(写真左、実測図)

内黒土師器の圷と皿が!3点、灰紬陶器の壺が1点 。

杯と皿は厚みや微妙な作りまで似通い、特注で同時

制作された可能性を感じる。実測図/1は木炭敷きに

混じっていた軟質須恵器のi不破片。墨=書がある。

第26図 石上遺跡土壌墓出土土器

26平安時代



墓の復元

墓壌(墓 穴)を 掘

り底面に木炭を敷

く。

棺と土器の箱.壺

を置く。

棺のまわりにも木炭を

詰めて埋める。上面に礫

を集める。土マンジュウ

や卒塔婆があったか不明。

棺が腐り始めて

上部が陥没。土器

が倒れる。

遺骸や木質:は完

全に腐朽して遺物

のみが残る。

第27図 墓の構築から崩壊まで

平安時代の墓や棺の様子

左の図は棺と遺体である。担いできた棒と土器が描かれているが、棺の蓋は見当たらない。しかも棺は浅い。棺の釘も斜めに貼り合わ

せて交互に打ち込んでいる。右図は土満頭と積み石の塚でいずれも卒塔婆が建つ。本例もこのようなものだったのだろうか。図の出典

は餓鬼草紙(12世 紀後半から13世紀初頭成立)。

埋葬状況の復元

遺物の出土状態から以下のことが予測できる。

①木製の棺があり、釘を打って組み立てられていた。

②木炭を敷いてから棺を置いた。

◎圷と皿は木製の容器状のものに入っていた。

これらから埋葬状況を推定復元したのが右図であ

る。ただし壺が立ててあったか最:初から転んでいた

か、棺や容器に蓋があったか、また棺の構造などは

正確に復元できない。布や紙などの埋納品も不明で

ある。

県下最大の平安時代土壌墓

墓壌の規模は上面で3.6×2.1m、 底面で3.4×1.8

mを 測り、深さは検出面から0.9mで あるから、構築

当時は1.2m位 はあったのだろう。この規模は長野県

内発見の同種の遺構のなかでは他の追随を許さない

異様な大きさである。釘の遺存による棺の存在の証

明と大きさの復元できる例も初めてで、木炭敷きも

珍しい。土器に容器が伴うことも寡聞である。この

ように本埴は規模、内容ともに県下屈指の該期土壌

墓といえよう。惜しいのは遺物の量と質で、この点

では普通の水準にある。
第28図 埋葬の復元推定

、
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中 ・近世の遺構と遺物
＼

概 要

遺構では土坑と火葬墓、壇状の集石が発見された。2基 の火葬墓が石上遺跡にあったほかは、すべて薄町遺跡

2区に集中する・薄町遺跡における中 ・近世の遺構の広がりが、この2区 周辺を東限として、西方の現在の薄町

集落の下に延びていくためであろう。すなわち近世については現集落に連続していくものと理解してよいと考え

る。薄町2区 の遺構分布は、3か 所ほどに大小の土坑がまとまって切り合いが著しく、それらの間には遺構がな

いという状況であった。遺物は遺構内や検出面から少量が出土したが、特にまとまって遺構に属するという状態

の出土はなく、帰属性は厳密に問えない。またこの時期の遺構に破壊される平安時代の住居堪が若干あり、その
遺物も各所に混入していた。

礫面 東側からみたところ。特に手前の辺と左下隅で礫の有無の境界が明瞭である。

薄町遺跡2区 中央部二L坑群 大小さまざまな土坑が切り合うている♂径20cm{まiどあ藤が

たいていは覆土に含まれ、大形の土坑の中には一隅に礫がまとまるものもある。

礫 面

薄町2区 の北端西側に検

出された礫の集まりで、範

囲は東西9～12m、 南北14

mに 及び、北部の調査地外

に続く。礫は径5～20cmの

亜円礫で、中央部から西で

現代の耕作のためか帯状に

抜ける部分があるが他は一

様にびっしりと詰まってい

る。境界の線は明瞭で、特

に東辺から南辺の東半にか

けてしっかりしている。調

査地内での平面形は大きな

正方形か台形に見え、建物

の基壇の下部の構造ではな

いかと推測している。礫の

厚さは1～2段 と薄く、礫

中や上面から近世の古銭や

金属製品が出土した。

土 坑

薄町2区 で60基検出され

た。規模はさまざまで大き

いものは3m近 くある。平

面形は各種あるが、不整な

隅丸長方形と楕円が主流と

なる。深さも変化に富み、

最深で約1mを 測る。遺物

は陶磁器や鉄器が少量含ま

れていたのみで、しかもそ

の土坑の時期を示すものか

どうかは確実ではない。

従って細かい時期比定は困

難である。

遺 物

土師:質土器 ・青磁 ・中近

世陶器などのゴニ器 ・陶磁器、

釘などの鉄器 ・鉄製品、石

臼などの石製品、キセルの

雁i首・吸い□などの銅製品、

渡来銭 ・寛永通宝などの銭

貨が出土した。

28φ'辺 『彦



銭 貨
薄町遺跡2区 から27枚、石上遺跡から3枚 の計

30枚が出土した。寛永通宝4枚 以外は渡来銭で、

開元通宝3枚(唐)、 洪武通宝1枚(明)の 他は宋

銭である。出土地点は土坑と火葬墓内が僅かにあ

るが、大半が検出面からで、竪穴住居姓(平 安時

代中期)出 土品は明らかに混入したものだ。寛永

通宝が近世(江 戸時代)、その他が中世の遺構に

伴っていたものと推定される。

松本市内では銭貨は中近世の遺構が検出された

遺跡から頻繁に出土する。向畑遺跡37枚(中 世

墓)、南栗遺跡66枚(中 ・近世墓)、秋葉原遺跡74

枚(近 世墓)、石行遺跡82枚(同)な どが主な事例

である。

薄町 ・石上遺跡出土銭貨一覧表
一
No. 出土地点 名称 径(mm) 重量:(9) 初鋳造年 備考 Na 出土地点 名称 径(mm) 重量:(9) 初鋳造年 備考

1 薄町49住 開元通宝 23.0 2.45 62/ 06 薄町 検出面 開元通宝 23.7 3.15 62/

互 薄町50住 寛永通宝 25.2 2.32 1636 117 薄町 検出面 寛永通宝 22.7 1.95 /636

3 薄町50住 寛永通宝 23.7 2.8/ 1636 1/8 薄町 検出面 元祐通宝 23.9 2.72 1086 周縁欠

4 薄町218土 天禧通宝 24.2 2.05 10/7 1/9 薄町 検出面 22.4 2.20 歪む

5 薄田J237土 開元通宝 23.1 2.84 62/ 120 薄町 検出面 ○○○宝 23.1 生91

6 薄町241土 天禧通宝 25.3 2.75 10/7 12り 薄町 検出面 天薦通宝 23.7 2.84 1017 周縁欠

7 薄町 礫面 寛永通宝 25./ 2.9/ 1636 22 薄町 検出面 天聖元宝 24.6 2.92 1023 周縁欠

8 薄町 検出面 023.2) 01.44) 周縁欠 23 薄町 検出面 天聖元宝 019.7) 01.04) 1023 //4欠

9 薄町 検出面 政和通宝 24.3 3.49 111/ 24 薄町 検出面 ○○元宝 022.8) 00.99) //2欠

/0 薄町 検出面 天聖元宝 23.7 1.56 1023 25 薄町 検出面 洪武通宝 23.2 2.75 /368

11 薄町 検出面 猟寧元宝 24.2 01.98) 1068 周縁欠 26 薄町 検出面 景徳元宝 24.4 2.70 /004

12 薄町 検出面 景徳元宝 23.4 3.07 1004 13と付着 127 石上火葬墓2 10.8 1.27 周縁欠

13 薄町 検出面 紹聖元宝 24.7 3.37 1094 28 石上火葬墓2 蕉寧元宝 23.2 2.53 1068

14 薄町 検出面 開元通宝 24.6 1.93 62/ 29 石上火葬墓2 元祐通宝 24.4 2.9/ 1086

/5 薄町 検出面 ○元通宝 24.2 2.3/ 1/6欠 30 石上 検出面 聖宋元宝 24.4 3.28 110/

本遺跡より約600m

西の針塚古墳で写真

測量のクレーン上か

ら望む。右手の森は

薄の宮。

〃ラ'躍29



調査のまとめ

縄文時代

石上遺跡において前期末から中期初頭の小規模な集

落姓を確認することができた。この時期の遺構は松本

市白神場遺跡や岡谷市大洞遺跡で発見されているが、

いずれも数軒の住居と土坑から成る小規模なもので調

査前は該期遺構の存在を予測し得・ない程度であり、本

例もまったく同じといってよいであろう。ただし薄川

の低い段丘上という平坦地であることは注目されよう。

弥生時代

鎌田遺跡1区 において後期後半に属すると考えられ

る竪穴住居姓を2軒 確認した。12頁で述べたように市

内では少ない時期の資料だけに貴重である。また中期

後半から後期にかけて生活圏が拡散していくことも窺

えた。

古墳時代

鎌田/・2区 で各1軒 の中期の竪穴住居姓を発見し

たが、2区 の2号 は焼失住居で良好の土器群を出土し

た。これまで資料が僅少であった時期なので貴重であ

る。また従来は、この時期の遺構自体が少なかったの

で、今回の発見は今後の〕」辺地区各地の調査の進i展に

よって5世 紀代集落祉の空白が埋まることを充分に期

待させるものであったといえる。

石上遺跡で発見された後期古墳の周溝は、この薄川

流域にいままで知られていたより多くの古墳が築造さ

れていたことを暗示する発見であった。しかも既に平

安時代には墳丘は破壊され、煙滅していたという事実

も驚きである。/000年来の地域開発の歴史の中で消え

ていった古墳の数は私達の想像を超えるのかもしれな

い。その一方で現在まで残った古墳はいかに幸運で

あったかということともに、やはり何らかの取捨選択

が往時からあったのではないかとも考えてしまう。

平安時代

各時代のなかで最も多くの竪穴住居姓が発見された

が、土器の分析から、実際はひとつの大きなムラでは

なく、9世 紀から10世紀にかけてとり2世紀初頭のふた

つの時期の集落が重なっていたことがわかった。松本

市内では平安時代は各地に遺跡が広がり、たいていの

発掘調査で遭遇するが、どういう訳か11世紀以降にな

ると住居肚が散見されるだけで、まとまって確認され

る例が非常に少ない。いままでの調査が該期め拠点的

な集落:にあたっていないためと理解されているが、今

回調査はその一部に触れたものとして、また、山辺地

区には広範にこの時期が分布するのではないかという

予測を持たせるものであったと評価できる。

石上遺跡発見の土塙墓は今回調査の最大の成果で

あった。規模 ・施設ともに県内屈指の内容であり、特

に多数の釘の遺存から棺の存在が直接的に証明された

ことはきわめて重要である。近年、松本市内でもこの

種の土堰墓がいくつか発見され始めており(三 間沢川

左岸2例 、エP畑3例、小池1例)、 今後さらに研究が進

む遺構であろう。

発掘調査全般について

隣接する3遺 跡を5地 区に分けて発掘調査を実施し

たわけだが、調査地の選定はその一帯の数ヘクタール

に多数の試掘溝を掘って遺構分布の密度によって行っ

た。従って調査地区外でも遺構が存在する部分も少な

からずあったと考えるが、そこについては奈何ともし

難かった。大規模調査における重要な課題であろう。

薄町 ・石上 ・鎌田遺跡発掘調査参加者一覧

調査団長:松 村好雄(松 本市教育長)調 査担当者:直 井雅尚(社 会教育課主事)調 査員:太 田守夫
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石上遺跡調査地 中央部を北東方向から望む。遺跡のかなた

に見える集落は薄川を渡った南方地区。

石上遺跡古墳周溝 紙数の関係で図示できなかったが、一帯

には多数の古墳があったことを窺わせる。中央は平安の住居。

薄町1遺 跡区全景 西から望む。四角く細切れに段差がつい

ている部分は溝を検出した跡。

薄町遺跡2区 全景 東から望む。中央奥の一本不は己'冨百墳

の跡。しかし付近から周溝の検出はなかった。

鎌田遺跡1区 全景 北西からみたところ。細い縦横の溝はサ

ブトレンチ。中央右側は4号 住居。

鎌田遺跡2区 全景 南東から望む。手前左側はトレンチを入
ヒ

れて遺構検出を試みた跡。中央左奥が2号 住居。
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